【近畿いっせい宣伝・スポット例】　　　　　　　　　　　　　　２０１８・２・９　　　日本共産党大阪府委員会
みなさん、日本共産党です。日本共産党は、開会された通常国会で、安倍政権の暴走政治と正面から対決して、森友・加計問題などの国政の私物化を許さず、国民の暮らしと平和を守る政治を実現する論戦をすすめています。
たつみコータロー参院議員を先頭に、市民と野党の共闘を発展させ、安倍政治を終わらせて、新しい政治をつくるために全力をつくします。みなさんのいっそうのご支援を、心からお願い申し上げます。
みなさん、安倍首相は、「憲法９条に自衛隊を書き込む」「２０２０年には新しい憲法をつくる」と述べて、今年中に国会で憲法を変える提案を行うことをめざしています。
しかし、年明けの世論調査では、憲法改定は「急ぐべきではない」と７割の国民が反対です。「戦争はしない」「戦力は持たない」と決めた憲法９条を「変えるべきではない」という声も６割を占めています。国民が望んでもいない憲法改定をすすめることは絶対に許されません。
日本共産党は、作家の瀬戸内寂聴さん、ノーベル賞受賞者の増川俊英さん、精神科医の香山リカさんなど、幅広い人たちと多くの市民団体が呼びかけた、「安倍９条改憲ＮＯ！３０００万人署名」に取り組んでいます。
※「戦争だけはだめだ」とお考えのみなさん、「９条は変えない」「憲法を生かした政治を」求める、「３０００万人署名」に、ぜひご協力ください。「憲法９条を守ろう」と呼びかけるチラシを、ぜひ手に取って、お読みください。
「戦争はイヤだ」という声に、政党支持の違いはありません。共同通信の調査では、「安倍政権のもとでの憲法改定」を、自民党や公明党の支持者の５割前後の方が批判しています。生長の家や真宗大谷派、日本基督教団など、多くの宗教団体も安倍首相の９条改憲に強く反対の声をあげておられます。政治信条の違いを超えて、憲法９条を守る署名に、ご協力をお願いします。
※　日本共産党の「しんぶん赤旗」は、「安倍改憲」の危険性を明らかにし、憲法９条と平和を守る報道を続けています。ぜひ、「しんぶん赤旗」をお読みください。
みなさん、安倍首相は、「憲法９条に自衛隊を書き込んでも、自衛隊の活動は何も変わらない」と言いますが、それは全くのウソです。
安倍首相が憲法に書き込もうとしている自衛隊は、災害救助などで頑張っておられる自衛隊の活動ではありません。安倍政権が国民の反対を押し切って強行した安保法制は、自衛隊が、日本の防衛とは無関係に、アメリカ軍とともに、海外での戦争に参加していくことを可能にしました。
この自衛隊を憲法に書き込めば、憲法９条があるから海外での武力行使はできない、制限されるという、政府自身の縛りも踏み破って、海外での無制限の武力行使に道を開くことになります。
こうして、日本を再び、「海外で戦争する」国にしようというのが、憲法改定の最大の狙いです。災害救助などで頑張っている自衛隊員のみなさんを、海外での戦争で、殺し、殺される危険に駆りだすたくらみをやめさせましょう。
　みなさん、憲法９条に自衛隊を書き込むことは、海外での武力行使の危険を広げるだけではありません。
　秘密保護法で国民の知る権利を奪い、共謀罪で国民を監視する仕組みも強められています。
　憲法改定をめざす安倍政権のもとで、すでに軍事費が過去最大の規模で膨張しています。そのしわ寄せは、医療や介護の予算の削減、生活保護費の切り下げなど、国民の暮らしに押し付けられています。
　戦後の日本は、憲法９条のもとで、軍事費を抑制することで、暮らしの予算を増やして経済を成長させてきました。
自衛隊を憲法に書き込めば、「国家の安全」の名での基本的人権を制限し、軍備拡大に憲法上の根拠を与えて、国民の暮らしと経済にも大きな影響を与えることになります。
みなさん、「北朝鮮の核・ミサイル開発が心配だから、９条改定も必要ではないか」と思われる方もおられます。
その心配は当然のことで、北朝鮮の核・ミサイル開発はやめさせなければなりません。同時に、アメリカと北朝鮮の軍事衝突、戦争は絶対におこしてはなりません。
大事なことは、自衛隊を憲法に書き込んで、海外での武力行使を無制限にできるようにすることが、北東アジアの軍事的な緊張をいっそう激しくして、北朝鮮問題の危険性をさらに高めることです。安倍首相は、軍事攻撃の選択肢を掲げるトランプ大統領を全面的に支持して、対話を否定し続けています。こうした軍事衝突の危険を高める行為は、国民の安全を守る責任ある態度ではありません。
北朝鮮問題の解決のために、いま必要なことは、国際社会が協力して北朝鮮への経済制裁を強化しながら、危機をコントロールする米朝対話をおこなって、北朝鮮の挑発行動を中止させるために、外交力を発揮することではないでしょうか。日本共産党は、日本政府が対話と交渉による解決の努力をつくすことを強く求めるものです。

